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平
成
二
十
八
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で

　

各
班
長
が
発
表
し
た

後
、
大
仙
市
消
防
団
草

彅
忠
誠
団
長
か
ら
講
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
★
☆　

会
議
の
総
合
司
会
は
、
仙
北
市
消
防
団 

西
宮

三
春
班
長
が
担
当
し
ま
し
た
。 

(

写
真
：
一
段
目)

　

平
成
二
八
年
度
秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
一
一
月
二
九
日（
火
）

秋
田
県
庁
第
二
庁
舎
に
お
い
て
、女
性
消
防
団
員
、消
防
長
、消
防
団
長
な
ど
約
一
〇

〇
名
が
参
加
し
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、中
田
潤
秋
田
県
消
防
協
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、操
法
大
会
に
出
場

し
て
な
ど
三
件
の
報
告
発
表
、
秋
田
市
消
防
本
部
土
崎
消
防
署
長 

伊
藤
弥
真
彦
氏
の

講
演
に
続
き
、三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
六
班
に
分
か
れ
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
、そ

の
後
、各
グ
ル
ー
プ
班
長
に
よ
る
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●

報
告
発
表

操
法
大
会
に
出
場
し
て

女
性
消
防
団
員
リ
ー
ダ
ー
会
議
に
参
加
し
て

「
地
域
防
災
と
消
防
団
」

　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

秋
田
市
消
防
本
部

土
崎
消
防
署
長

　

伊
藤　

弥
真
彦 

様

潟
上
市
消
防
団

　

部
長　

伊
藤
由
香
里

秋
田
市
消
防
団

　

班
長　

松
本　
　

恵

講　
　

演

『
女
性
消
防
団
員
の
今
後
の

　
　

活
動
に
期
待
す
る
こ
と
』

グ
ル
ー
プ
討
議
・
発
表

◇
テ
ー
マ
一

　

女
性
消
防
団
員
の
確
保
対
策

◆
講　

師

一
班

鹿
角
市
消
防
団

　

班
長　

安
保　

千
夏

四
班

に
か
ほ
市
消
防
団

　

部
長　

今
野　

裕
子

◇
テ
ー
マ
二

　

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
新
た
な

　

消
防
団
活
動
の
展
開

二
班

大
仙
市
消
防
団

　

班
長　

一
色　

順
子

五
班

秋
田
市
消
防
団

　

班
長　

小
沼　

未
佳

◇
テ
ー
マ
三

　

消
防
団
活
動
の
問
題
点
と
解
決
策

三
班

横
手
市
平
鹿
消
防
団

　

班
長　

髙
橋
ノ
ブ
子

六
班

三
種
町
消
防
団

　

班
長　

石
井　

咲
子

横
手
市
平
鹿
消
防
団

　

部
長　

伊
勢　

睦
子
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鹿
角
市　

安
保
千
夏　

班
長

　

伊
藤
署
長
の
「
消
防
団
活
動
は
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
じ
ゃ
な
い
」
と
の
お
話
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
活
性
化
大
会
で
は
劇
・

ダ
ン
ス
な
ど
が
多
い
で
す
が
、
私
た
ち
は

行
事
や
訓
練
参
加
が
主
な
活
動
で
す
の
で

「
私
た
ち
も
何
か
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
伊
藤
氏

の
言
葉
で
不
安
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

大
館
市　

伊
藤
美
千　

部
長

　

女
性
消
防
団
員
の
役
割
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
受
け
身
に

回
る
活
動
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
現
実
。

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
分
団
の

あ
り
か
た
を
考
え
活
動
内
容
を
模
索
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

北
秋
田
市　

成
田
秀
子　

分
団
長

　

正
式
に
消
防
団
に
入
り
ま
だ
二
年
で
す

が
、
そ
れ
以
前
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
平
成
二
十
四
年
か
ら
四
年
連
続
で
団

員
の
皆
様
と
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

能
代
市　

小
林
桃
子　

団
員

　

今
回
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
課
題

討
議
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
悩
ん
で
い

る
こ
と
は
一
緒
で
す
が
、
多
く
の
経
験
を

し
、
基
礎
を
き
ち
ん
と
覚
え
て
お
け
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
遭
遇
し
て
も
自
然
と

身
体
は
動
く
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

三
種
町　

石
井
咲
子　

班
長

　

今
回
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
色
々
な
意

見
が
出
て
充
実
し
て
お
り
、
活
動
内
容
等

を
も
う
少
し
聞
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

時
間
が
少
な
く
消
防
長
・
団
長
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
残
念
で

し
た
。

八
峰
町　

奈
良
聡
子　

団
員

　

他
地
域
の
女
性
団
員
の
現
状
や
課
題
等

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
女
性

の
き
め
細
や
か
な
気
遣
い
や
対
応
が
、
今

後
の
防
災
活
動
の
様
々
な
局
面
で
求
め
ら

れ
て
い
く
と
思
う
の
で
、
広
報
等
で
も
女

性
団
員
の
活
動
を
取
り
上
げ
て
頂
き
た

い
。

男
鹿
市　

清
水
孝
子　

団
員

　

ど
こ
の
消
防
団
も
様
々
な
問
題
を
抱
え

な
が
ら
も
、
工
夫
し
た
取
り
組
み
を
行
な

う
な
ど
、
前
向
き
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で

お
り
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。消
防
団

活
動
と
充
実
し
た
生
活
を
両
立
で
き
る
よ

う
に
、力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

潟
上
市　

青
木
久
美　

団
員

　

消
防
団
は
地
域
住
民
に
対
し
防
火
指
導

等
を
す
る
立
場
で
あ
り
、
知
識
不
足
の
た

め
に
活
動
で
き
な
い
こ
と
は
問
題
で
す
。

研
修
や
情
報
交
換
等
で
、
知
識
を
深
め
る

こ
と
が
第
一
だ
と
思
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

秋
田
市　

小
沼
未
佳　

班
長

　

県
内
の
女
性
消
防
団
員
が
一
堂
に
会
し

交
流
を
深
め
る
良
い
機
会
で
す
。
今
回
の

講
演
は
女
性
消
防
団
員
の
歴
史
と
未
来
が

わ
か
り
、
大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
の
活
動
の
場
を
探
り
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

由
利
本
荘
市　

石
川
雪
子　

団
員

　

「
消
防
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
な

い
」
伊
藤
署
長
の
講
演
は
心
に
残
る
名
言

が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
今
は
一
つ
一
つ
経

験
を
重
ね
、
人
と
し
て
も
自
己
啓
発
し
て

い
き
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

に
か
ほ
市　

佐
々
木
恵
子　

班
長

　

初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
、
あ
っ
と
い
う
間
の
二
時

間
半
で
し
た
。
他
の
団
の
方
々
の
お
話
は

大
変
興
味
深
く
、
活
動
を
見
直
す
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討
議
も
率

直
な
意
見
が
聞
け
て
凄
く
良
か
っ
た
で

す
。
来
年
度
も
是
非
参
加
し
た
い
で
す
。

大
仙
市　

佐
藤
美
佳
子　

班
長

　

講
師
が
「
女
性
消
防
団
と
い
う
よ
り
消

防
団
の
女
性
団
員
」
と
仰
っ
た
の
が
心
に

残
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
普
段

感
じ
て
い
る
困
難
や
問
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
参
考
に
な
る
こ
と
、
共
感
す
る
こ

と
な
ど
、
短
時
間
の
な
か
班
長
さ
ん
が
ま

と
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

仙
北
市　

福
岡
梨
佳　

団
員

　

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
女

性
消
防
団
の
幅
広
い
活
動
に
と
て
も
刺
激

を
も
ら
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は

各
地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
問
題
が
あ
り
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

横
手
市
平
鹿　

長
澤
美
子　

団
員

　

今
回
初
め
て
の
試
み
で
グ
ル
ー
プ
討
議

を
行
い
ま
し
た
が
意
見
交
換
が
で
き
大
変

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。た
だ
、設
定
場

所
が
悪
く
、聞
き
取
れ
ず
残
念
で
し
た
。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
後

継
者
を
増
や
し
、
自
信
を
持
っ
て
活
動
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。

横
手
市
山
内　

高
橋
恵
美　

団
員

　
「
も
っ
と
話
し
合
い
が
し
た
い
」と
思
い

ま
し
た
。私
が
「
で
き
た
ら
良
い
な
」
と
思

っ
て
い
た
こ
と
を
既
に
活
動
し
て
い
た
り

同
じ
考
え
の
団
員
と
話
が
で
き
た
り
、
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。な
の
で
、

も
っ
と
時
間
が
ほ
し
か
っ
た
で
す
。

湯
沢
市　

今　

朋
子　

団
員

　

今
回
初
め
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
参

加
し
ま
し
た
。
入
団
し
て
日
が
浅
い
た
め

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
沢
山
の

刺
激
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
様
々
な
知
識
や
意
見
を
吸
収
し
日
々
の

消
防
団
活
動
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま

す
。
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消防団名
募集団員数（人） 応募の条件 問い合わせ先

総数 男性 女性 現住所・勤務地 年齢 課所名 電話番号

鹿角市   20 性別は不問 当市に居住又は勤務 18歳以上 消防本部 0186-23-5601

小坂町    17 性別は不問 当町に居住又は勤務 18歳以上 町民課 0186-29-3928

大館市   64  62  2 当市に居住又は勤務 18歳以上 消防本部 0186-43-4152

北秋田市   99 性別は不問 当市に居住する者 18歳以上 消防本部 0186-62-1119

上小阿仁村    29    29    0 当村に居住又は勤務 18歳以上 住民福祉課 0186-77-2222

能代市   100 性別は不問 当市に在住する者 18～64歳 能代消防署 0185-52-3311

藤里町    11   11    0 当町に居住する者 18～59歳 生活環境課 0185-79-2115

三種町    49 性別は不問 当町に居住又は勤務 18歳以上 町民生活課 0185-85-4823

八峰町    35 性別は不問 当町に居住する者 18歳以上 総務課 0185-76-4601

男鹿市    79 性別は不問 当市に居住する者 18歳以上 総務課 0185-24-9113

潟上市    20 性別は不問 当市に居住又は勤務 18～49歳 総務課 018-853-5301

五城目町    64 性別は不問 当町に居住又は勤務 18歳以上 消防本部 018-852-2028

八郎潟町    3 性別は不問 当町に居住又は勤務 18～65歳 町民課 018-875-5806

井川町    22    22    0 当町に居住する者 18歳以上 町民課 018-874-4416

大潟村     6 性別は不問 当村に居住又は勤務 18歳以上 住民生活課 0185-45-2114

秋田市   185 性別は不問 当市に居住する者 18～50歳 消防本部 018-823-4000

由利本荘市   130 115 15 当市に居住又は勤務 18歳以上 消防本部 0184-22-4282

にかほ市    0    0   0 当市に居住又は勤務 18歳以上 消防本部 0184-38-2311

大仙市   88 性別は不問 当市に居住又は勤務 18歳以上 総合防災課 0187-63-1111

仙北市   127 性別は不問 当市に居住する者 18～65歳 総合防災課 0187-43-1115

美郷町    86 性別は不問 当町に居住する者 18～55歳 住民生活課 0187-84-4903

横手市横手    41 性別は不問 当市に居住又は勤務 18歳以上 横手地域課 0182-32-2701

横手市増田   30 性別は不問 当市に居住又は勤務 18歳以上 増田地域課 0182-45-5510

横手市平鹿    54    41    13 当市に居住又は勤務 18歳以上 平鹿地域課 0182-24-1111

横手市雄物川    50 性別は不問 当市に居住又は勤務 18歳以上 雄物川地域課 0182-22-2111

横手市大森    20 性別は不問 当市に居住又は勤務 18歳以上 大森地域課 0182-26-2111

横手市十文字    40 40 0 当市に居住又は勤務 18歳以上 十文字地域課 0182-42-5111

横手市山内    15 性別は不問 当市に居住又は勤務 18歳以上 山内地域課 0182-53-2111

横手市大雄    19 性別は不問 当市に居住又は勤務 18歳以上 大雄地域課 0182-52-2111

湯沢市    30 性別は不問 当市に居住する者 18歳以上 総務課 0183-73-2112

羽後町    70    70    0 当町に居住する者 18～59歳 生活環境課 0183-62-2111

東成瀬村    32 性別は不問 当村に居住又は勤務 18歳以上 民生課 0182-47-3403

自分のまちを災害から守り、まちの安全と安心をつくる消防団員を募集しています。
各消防団の募集人数は、次のとおりですが、その数や応募条件は平成28年10月時点のものです。
詳細については、市町村の消防担当課または消防本部にお問い合わせ下さい。
多くの方の応募をお待ちしております。

消防団員を募集しています
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　秋田県総合防災課では、この度平成28年4月1日現在の消防団員数を公表しましたので、その概要をお
知らせします。
１．消防団員数は17,177人
　　　消防団員数は減少傾向にあり、前年同期比143人減の17,177人となりました。
　　条例定数充足率は89.86％、被雇用化率（サラリーマン化率）は76.37％となっています。
       
                

２．女性消防団員は31人増の355人
　　　女性消防団員は年々増加しており、前年同期比31人増の355人となりました。　　

                   

３．機能別団員は８消防団、512人
　　　機能別団員制度が県内に導入されたのは平成19年度からですが、年々増加しており、
　　前年同期比161人増の512人となりました。

平成28年度消防団員数の概要

 H23. 4. 1 H24. 4. 1 H25. 4. 1 H26. 4. 1 H27. 4. 1 H28. 4. 1
消防団員数 17,875人 17,677人 17,544人 17,491人 17,320人 17,177人
前年同期比 - 154人 - 198人 - 133人 - 53人 - 171人 - 143人
条例定数充足率 88.64％ 88.09％ 87.50％ 89.32％ 88.68％ 89.86%

 H23. 4. 1 H24 4. 1  H25 4. 1  H26 4. 1 H27. 4. 1 H28. 4. 1
女性消防団員数 199人  221人  248人  317人  324人  355人  
前年同期比 ＋ 23人  ＋ 22人  ＋ 27人  ＋ 69人  ＋ 7人  ＋ 31人 
女性団員採用消防団数 17団  17団  19団  20団  21団  21団 

 H23. 4. 1 H24 4. 1 H25 4. 1  H26 4. 1 H27. 4. 1 H28. 4. 1
機能別団員数 153人  178人  208人  287人  351人  512人 
前年比 ＋ 41人  ＋ 25人  ＋ 30人  ＋ 79人  ＋ 64人  ＋ 161人 
機能別団員制度導入消防団数  3団  5団  6団  6団  7団  8団 

　消防団・消防団員とは
　消防団は､消防本部や消防署と同様に市町村の消防機関の
一つです。
　消防団員は、本業を持ちながらも「自らの地域は自らで守
る」という郷土愛護の精神に基づいて、地域の安全・安心を
確保するために活動する非常勤特別職の地方公務員です。                   

　消防団員の減少で、地域防災力の低下が懸念
　本県の消防団員数は、昭和31年には3万6千人が在籍して
いましたが、年々減少し続け、平成28年4月1日現在には半
分を割り込み、1万7,177人となりました。
　地域の消防防災力の低下が懸念されています。 

　多くの方の消防団入団を期待
　消防団は、地域防災の中核的な存在で、地域の安全・安心
を確保するために大変重要な組織です。
　一人でも多くの方に、消防団活動に参加いただけることを
期待しています。

消防団員募集
地域の安心と安全を守るために、
　　　あなたにもできることがあります。
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平成28年度消防団員数（平成28年4月1日現在）
（単位 : 人、％）

地域名

鹿　角

北秋田

山　本

南秋田

秋　田
由　利

仙　北

平　鹿

雄　勝

計

鹿角市
小坂町
　　　地域計
大館市
北秋田市
上小阿仁村
　　　地域計
能代市
藤里町
三種町
八峰町
　　　地域計
男鹿市
潟上市
五城目町
八郎潟町
井川町
大潟村
　　　地域計
秋田市
由利本荘市
にかほ市
　　　地域計
大仙市
仙北市
美郷町
　　　地域計
横手市横手
横手市増田
横手市平鹿
横手市雄物川
横手市大森
横手市十文字
横手市山内
横手市大雄
　　　地域計
湯沢市
羽後町
東成瀬村
　　　地域計
　32消防団

消防団名 総数 団員数 増減数男性 女性

実　団　員　数 前年同期比較
条例
定数

定　数
充足率

女　性
団員率

うち
機能別
団員数

 892 854 824 30 76 95.74 3.51 836  18 
 170 150 149 1 0 88.24 0.67 156 - 6 
 1,062 1,004 973 31 76 94.54 3.09 992  12 
 1,180 1092 1,015 77 32 92.54 7.05 1,086  6 
 870 725 675 50 0 83.33 6.90 756 - 31 
 120 91 91 0 0 75.83 0.00 92 - 1 
 2,170 1,908 1,781 127 32 87.93 6.66 1,934 - 26 
 850 703 691 12 33 82.71 1.71 712 - 9 
 125 116 116 0 0 92.80 0.00 121 - 5 
 507 460 454 6 50 90.73 1.30 443  17 
 281 247 243 4 0 87.90 1.62 243  4 
 1,763 1,526 1,504 22 83 86.56 1.44 1,519  7 
 820 739 726 13 0 90.12 1.76 733  6 
 508 476 456 20 0 93.70 4.20 484 - 8 
 230 166 166 0 0 72.17 0.00 174 - 8 
 85 82 82 0 0 96.47 0.00 76  6 
 145 123 123 0 0 84.83 0.00 122  1 
 52 45 45 0 0 86.54 0.00 47 - 2 
 1,840 1,631 1,598 33 0 88.64 2.02 1,636 - 5 
 2,100 1,912 1,891 21 72 91.05 1.10 1,915 - 3 
 1,802 1,663 1,659 4 156 92.29 0.24 1,663  0 
 580 577 562 15 75 99.48 2.60 569  8 
 2,382 2,240 2,221 19 231 94.04 0.85 2,232  8 
 1,375 1,286 1,248 38 0 93.53 2.95 1,319 - 33 
 767 585 570 15 18 76.27 2.56 587 - 2 
 448 362 362 0 0 80.80 0.00 369 - 7 
 2,590 2,233 2,180 53 18 86.22 2.37 2,275 - 42 
 467 422 419 3 0 90.36 0.71 434 - 12 
 261 229 229 0 0 87.74 0.00 243 - 14 
 452 398 390 8 0 88.05 2.01 409 - 11 
 467 418 418 0 0 89.51 0.00 425 - 7 
 249 221 219 2 0 88.76 0.90 223 - 2 
 494 457 453 4 0 92.51 0.88 459 - 2 
 178 160 151 9 0 89.89 5.63 162 - 2 
 222 203 198 5 0 91.44 2.46 213 - 10 
 2,790 2,508 2,477 31 0 89.89 1.24 2,568 - 60 
 1,705 1,609 1,591 18 0 94.37 1.12 1,633 - 24 
 513 441 441 0 0 85.96 0.00 447 - 6 
 200 165 165 0 0 82.50 0.00 169 - 4 
 2,418 2,215 2,197 18 0 91.60 0.81 2,249 - 34 
 19,115 17,177 16,822 355 512 89.86 2.07 17,320 - 143 
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消　防　団　名 階　　級 氏　　　名
鹿       角       市 班         長 古　家　孝　幸
大       館       市 副 分 団 長 田　中　和　則
北    秋    田   市 副 分 団 長 武 石 　 稔
上  小  阿  仁  村 部         長 大  沢        勲
能       代       市 副 分 団 長 畠　山　英　範
能       代       市 団         員 斉　藤　元　気
三       種       町 部         長 三　浦　浩　実
八       峰       町 副 分 団 長 後　藤       誠
男       鹿       市 部         長 大　越　幸　一
男       鹿       市 部         長 佐　藤　英　道
男       鹿       市 部         長 伊　藤　武　広
潟       上       市 班         長 二　田　聖　也
五    城    目   町 分   団   長 猿　田　豊　和
八　  郎    潟 　町 部         長 金　     昭　彦
八　  郎    潟 　町 部         長 小　玉　勇　一
井       川       町 部         長 草　階　正　志
大       潟       村 班         長 三　浦　久　樹
秋       田       市 分   団   長 上　野　綱　一
由  利  本  荘  市 分   団   長 佐　藤　一　弘
に    か    ほ   市 分   団   長 佐々木　正 勝
大       仙       市 部         長 大　橋　賀　治
仙       北       市 分   団   長 荒木田　憲　治
美       郷       町 分   団   長 照　井　正　明
横  手  市  平  鹿 副 分 団 長 柴　田　克　弘
横 手 市 雄 物 川 副 分 団 長 奥　山　裕　之
横  手  市  大  森 副 分 団 長 平　元　敬　喜
横 手 市 十 文 字 副 分 団 長 土　田　宏　文
横  手  市  山  内 分   団   長 高　橋　和　美
横  手  市  大  雄 部         長 柴　田　和　美
湯       沢       市 分   団   長 高　橋       廣
湯       沢       市 分   団   長 阿　部　千代志
羽       後       町 分   団   長 伊　藤　秀　康
東    成    瀬   村 分   団   長 佐々木　喜久蔵

平
成
二
八
年
度

平
成
二
八
年
度

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

平成28年度  消防団員指導員研修受講者名簿

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

　

平
成
二
八
年
度
消
防
団
員
指
導
員
研
修

は
、
一
一
月
二
六
日（
土
）、
二
七
日（
日)

の
二
日
間
、
秋
田
県
消
防
学
校
（
由
利
本

荘
市
岩
城
）
で
開
催
さ
れ
、
二
八
消
防
団

か
ら
三
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
幹
部
の
心
得
、
現
場
指

揮
・
安
全
管
理
、
防
災
対
策
・
住
民
指

導
・
災
害
情
報
収
集
伝
達
、
消
防
団
の
活

性
化
な
ど
の
座
学
や
訓
練
礼
式
、
応
急
手

当
・
普
通
救
命
講
習
、
消
防
訓
練
・
消
火

活
動
・
救
助
活
動
な
ど
の
実
技
を
熱
心
に

受
講
し
ま
し
た
。

　

入
校
式
で
秋
田
県
消
防
協
会
中
田
潤
会

長
は
、「
こ
の
研
修
は
、
消
防
団
員
の
指
導

に
当
た
る
幹
部
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
秋
田
県
消
防
協
会
が
日
本
消
防
協
会

の
支
援
を
受
け
、
ま
た
、
秋
田
県
消
防
学

校
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
研
修
期
間
は
二
日
間
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
座
学
と
実
技
が
う
ま

く
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

団
員
の
指
導
に
当
た
ら
れ
る
皆
様
に
は
、

大
変
有
意
義
な
研
修
で
す
。
我
々
消
防
団

を
巡
る
環
境
は
、
団
員
の
減
少
の
ほ
か
、

高
齢
化
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
の
進
行
な
ど

で
、
地
域
消
防
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
、
記

録
的
な
大
雨
や
豪
雪
な
ど
自
然
災
害
の
多

発
や
災
害
の
複
雑
化
、
多
様
化
な
ど
で
、

消
防
の
役
割
は
益
々
重
要
と
な
り
、
そ
の

分
、
県
民
の
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
研
修
を
受
講
さ
れ
る
皆
様
は
、
消

防
団
員
と
し
て
の
経
験
も
豊
富
な
方
々
で

あ
り
ま
す
。
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
消
防

団
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
力
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
に
よ
り
ま
し
て
、

消
防
に
対
す
る
住
民
の
期
待
に
応
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

折
角
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
全

県
各
地
域
か
ら
参
加
さ
れ
た
仲
間
と
の
交

流
を
深
め
ら
れ
、
実
り
多
い
研
修
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

平
成
二
八
年
度
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モリタ消防ポンプ シ バ ウ ラ ポ ン プ

　

に
か
ほ
市
総
合
防
災
訓
練
が
、
九
月
三

日（
土
）、
に
か
ほ
市
立
平
沢
小
学
校
に
お

い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
大
規
模
地
震
と
津
波
を
想

定
し
、
避
難
訓
練
、
火
災
初
期
消
火
訓

練
、
防
災
教
室
、
炊
き
出
し
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
平
沢
自
治
会
、
に
か
ほ
市
消

防
団
第
五
分
団
、
平
沢
小
学
校
の
ほ
か
、

仁
賀
保
高
校
Ｂ
ｅ
助
人
な
ど
約
六
〇
〇
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
「
仁
賀
保

高
校
Ｂ
ｅ
助
人
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

同
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
主
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
る
「
Ｂ
Ｖ
会
」
が
母
体
に
な

り
、
一
般
生
徒
が
加
わ
っ
て
組
織
さ
れ

た
、
生
徒
主
体
の
自
主
防
災
組
織
で
す
。

　

防
災
訓
練
や
防
災
教
室
な
ど
防
災
の
面

が
強
く
な
る
と
、
「
Ｂ
ｅ
助
人
」
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
名
称
は
「
に
か
ほ
こ

う
こ
う　

び
す
け
っ
と
」
で
す
。
二
〇
一

一
年
の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
組
織
さ

れ
昨
年
度
は
、
次
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
　

五
月　

防
災
訓
練（
避
難
訓
練
ほ
か)

　
　

八
月　

避
難
訓
練（
生
徒
に
よ
る
生

徒
の
た
め
の
災
害
対
策)

　

一
〇
月　

防
災
訓
練（
避
難
所
運
営)

　
　

二
月　

一
泊
避
難
訓
練（
よ
り
実
践

的
な
訓
練)

（
情
報
提
供
＝
に
か
ほ
市
消
防
本
部
）

『平成29年出初め式（観閲）』の開催日時等

消　防　団　　  日　　時 場　　　　　所
平成28年11月15日現在

鹿 角 市

小 坂 町

大 館 市

北 秋 田 市

上 小 阿 仁 村

（能　代）

（二ツ井）

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

男 鹿 市

潟 上 市

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

秋 田 市

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

大 仙 市

仙 北 市

美 郷 町

横 手 市 横 手

横 手 市 増 田

横 手 市 平 鹿

横手市雄物川

横 手 市 大 森

横手市十文字

横 手 市 山 内

横 手 市 大 雄

湯 沢 市

羽 後 町

東 成 瀬 村

4日 11:10～

4日 11:20～

8日  9:00～

4日  9:00～

4日 10:30～

5日  9:15～

5日  8:20～

4日  9:45～

4日  9:30～

5日  9:30～

6日 13:00～

4日 13:30～

4日  9:00～

4日 13:30～

4日 10:00～

6日 10:00～

7日 10:00～

5日  9:40～

5日 13:30～

5日 13:00～

6日 11:50～

4日 14:30～

6日  9:30～

4日 13:10～

4日 13:00～

5日 13:50～

6日  9:20～

5日 13:00～

5日  9:15～

5日 10:15～

5日 15:20～

5日 13:30～

4日 14:00～

花輪大町・新町通り

康楽館前

大町ハチ公通り

北秋田市中央公民館

健康増進トレーニングセンター

畠町通り(能代地区)

北都銀行二ツ井支店前

藤里町役場前

琴丘総合体育館駐車場

沢目駅前(八峰町峰浜)

秋田銀行男鹿支店前

天王総合体育館（式典のみ）

朝市駐車場

八郎潟町役場前

農村環境改善センター前

ふれあい健康館（式典のみ）

秋田市消防本部前

由利本荘市役所前

金浦体育館（式典のみ）

大曲市民会館第２駐車場

角館武家屋敷路上

総合体育館リリオス前駐車場

横手体育館前駐車場

増田ふれあいプラザ駐車場

平鹿生涯学習センター前

雄物川体育館

大森庁舎前

十文字幸福会館前

山内体育館前

大雄庁舎前

湯沢文化会館正面玄関東側付近

総合体育館（式典内で実施）

中学校体育館（式典内で実施）

総
合
防
災
訓
練
に
「
に
か
ほ
高
校

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
」
が
参
加

総
合
防
災
訓
練
に
「
に
か
ほ
高
校

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
」
が
参
加

能代市

※「BV会」
　Benkyo & Volunteer

仁賀保高校Be助人による
防災教室
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大
館
北
秋
田
支
部
管
内
の
大
館
市
消
防

団
で
は
、
総
務
省
消
防
庁
か
ら
「
女
性
や

若
者
を
は
じ
め
と
す
る
消
防
団
加
入
支
援

事
業
」
の
委
託
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
予

算
を
活
用
し
て
着
ぐ
る
み
「
ハ
チ
コ
ち
ゃ

ん
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

そ
の
デ
ビ
ュ
ー
も
兼
ね
て
、
秋
の
火
災

予
防
週
間
初
日
の
一
一
月
六
日(

日)

、
市

内
の
大
型
店
で
開
催
さ
れ
た
防
火
チ
ラ
シ

配
布
に
併
せ

て
、
「
消
防

団
勧
誘
」
チ

ラ
シ
の
配
布

も
実
施
し
ま

し
た
。
勧
誘

チ
ラ
シ
の
配

布
は
、
支
援

事
業
の
担
い

手
で
、
若
手

団
員
で
構
成

さ
れ
る
「
大

館
市
消
防
団

活
性
化
委
員
」
が
実
施
、
目
立
つ
よ
う
に

ノ
ボ
リ
旗
も
購
入
し
て
、
大
型
店
を
訪
れ

る
市
民
に
対
し
、
消
防
団
へ
の
入
団
を
訴

え
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
あ
る
着
ぐ
る
み
「
ハ
ッ
チ

＝
大
館
市
消
防
団
＝

『
消
防
団
加
入
支
援
事
業
』

君
」
と
と

も
に
、

「
ハ
チ
コ

ち
ゃ
ん
」

が
愛
嬌
を

振
り
ま

き
、
着
ぐ

る
み
二
体

の
相
乗
効

果
で
小
さ

い
子
供
た

ち
に
は
大

人
気
、
消

防
団
Ｐ
Ｒ

効
果
は
大
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
支
援
事
業
の
提
案
の
一

つ
で
あ
る
入
団
促
進
Ｃ
Ｍ
の
撮
影
を
実
施

し
ま
し
た
。

消
防
団
車
両

九
台
と
団
員

約
五
〇
人
が

世
界
最
大
級

の
木
造
ド
ー

ム
「
大
館
樹

海
ド
ー
ム
」

を
バ
ッ
ク

に
、
Ｃ
Ｍ
の

最
後
を
飾
る

部
分
を
撮

影
。
気
温
一

桁
の
寒
さ
の
中
で
の
撮
影
で
し
た
が
、
集

ま
っ
た
団
員
の
熱
気
で
寒
さ
も
薄
れ
、
良

い
映
像
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
情
報
提
供
＝
大
館
北
秋
田
支
部
）

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

平成28年 平成27年 同期比較
11月 累計 累計11月 年計 11月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

-17
-  2
-13
-27
-59
-15
-32

2
0

-  1
1
2
2

-  6

211
34
45
83
373
40
86

189
34
41
83
347
35
80

14
0
2
1
17
1
7

172
32
28
56
288
20
48

16
0
1
2
19
3
1


